
��������������� ����
�
�
	����

������
� � � � �

������������������������ ­�
������������������������������

����� � � 
 ��
	��� � �
����¡���¢���£¤ �¡¥¡�¥ ¦§̈��¢¢©¥¢ª«���¬®̄��¢¢©¥�ª�««¢
����������������� �­���� ��������������� �­����

�
�

�
�

�������������� ��� �� � � ¡ ¢ £¤¥

¦§¨©�ª«¬®¯°±²³´µ¶·¸¹�º»¼�¼½¾ £¿¥

¦§¨©�ÀÁÀÂÃÄ ÅÆÇÈ�ÉÊ�ËÌÍ� ÎÏÐÑÒ·ÓÔ £¿¥

ÕÖ× ØÙÚ���ÕÖ×�Û�ÜÝ���Þß� Ñà� � � � 
 £á¥

âãÒ±�¦ä©åæ� � ç 
 è £é¥

êë ì�íîïðÛñò��Ûñóåôõö�� Å÷øùúû ü ý þ £ÿ¥

~} |{[\¨ ]^à_�� ` Å @ £ÿ¥

??????????????

?????????????

??????????

??????

??????????????????????

?????

???????????????????

�� ��

�����������

����
��
	�����

������

������

� ­������	����

�����	����

���
	����

�����	����

£êë>^=<Ò·ÓÔ¥

���������������

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�



�
�


	
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�




�
�

�
�

 
­

�
�

�
�

�
�

�
�

	
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

	
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
¡

¢
£

¤
	

�
¥

�
¦

�
§

¨
©

�
ª

«
¬

�
®

 
¯

°
�

�
�
�
�
±
²
³
�
�
�
´
	
µ
¶
·
¸
�
¹
�
º
�
�
»
¥
¼
½
�
¾
�
�
¥
³
�
 
­
�

µ
¶

·
¸

�
¹

�
µ

¶
·

¸
¿

À
Á

�
»

Â
�

Ã
Ä

­
Å

Æ
Ç

»
È

¤
	

µ
¶

·
¸

¤
�

É
Ê

³

È
�

Ë
Ì

Í
Î

Å
�

�
�

Ï
Ð

�
�

Ñ
Ò

ÂÀÓ
�

Ô
Õ

�
	

Ö
×

Ø
�

Ù
®

�
Ì

�
�

Ú
Û

Ü
Ý

�

²
¤
­
�

Þ
ß
à

´
á
â
ã
ä
å
æ
ç

è
é
ê
ä
ë

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�



                                                                                    　　　　　　　　　　　　　　　　　      （第240 号）　2021 年 7 月 1 日発行（2）

医学

　　

塗
り
薬
は
、
様
々
な
皮
膚
の
病

気
に
使
わ
れ
る
、
皮
膚
科
の
代
表

的
な
薬
で
す
。
飲
み
薬
と
違
っ
て
、

ご
自
宅
で
の
塗
り
方
の
違
い
に
よ

り
効
き
目
に
違
い
が
出
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
普
段
の
診
察
で
詳
し

く
お
伝
え
す
る
時
間
が
取
り
に
く

い
、
皮
膚
科
の
塗
り
薬
に
つ
い
て

Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
解
説
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

      

塗
り
薬
と
飲
み
薬
の

　
　
　
　
　

違
い
は
何
で
す
か
？

　

  

　

  

内
服
薬
は
、
飲
む
だ
け
で
全
身

に
効
果
が
現
れ
ま
す
が
、
一
方
で
全

身
的
な
副
作
用
に
注
意
し

な
く
て
は
い
け
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

塗
り
薬
は
、
皮
膚
の
症
状
が
あ
る

部
分
だ
け
に
直
接
塗
る
こ
と
が
で

き
、
全
身
的
な
副
作
用
の
心
配
が
あ

り
ま
せ
ん
。
副
作
用
と
し
て
は
、
ま

れ
に
塗
り
薬
が
肌
に
合
わ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
塗
り
薬
を
つ
け
た

部
分
の
み
の
症
状
で
、
塗
る
の
を
中

止
す
れ
ば
軽
快
し
ま
す
。

　
　

ど
ん
な
種
類
が
あ
り
ま
す
か
？

　

  
     

塗
り
薬
に
は
、
用
途
に
応
じ

て
、
軟
膏
、
ク
リ
ー
ム
、
ロ
ー
シ
ョ

ン
、
ゲ
ル
、
ス
プ
レ
ー
な
ど
様
々

な
剤
形
が
あ
り
ま
す
。
軟
膏
は
、

皮
膚
へ
の
刺
激
が
少
な
く
、
皮
膚

表
面
の
保
護
作
用
に
優
れ
て
お

り
、
皮
膚
科
で
最
も
よ
く
使
わ
れ

る
塗
り
薬
で
す
が
、
夏
場
な
ど
は

べ
と
つ
き
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

ク
リ
ー
ム
剤
は
、
皮
膚
に
馴
染

み
が
よ
く
べ
と
つ
き
が

少
な
い
の
で
す
が
、
軟

膏
よ
り
も
刺
激
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ロ
ー
シ
ョ
ン
や
ゲ
ル
タ
イ
プ
の

外
用
剤
は
、
少
量
で
広
い
範
囲
に

塗
る
こ
と
が
で
き
、
特
に
頭
の
髪

の
毛
が
生
え
て
い
る
部
分
や
爪
に

は
塗
り
や
す
い
薬
で
す
が
、
傷
口

や
皮
膚
が
た
だ
れ
て
い
る
所
な
ど

に
塗
布
す
る
と
、
刺
激
に
な
り
や

す
い
で
す
。

　

皮
膚
科
で
は
、
症
状
や
部
位
に

よ
っ
て
最
適
な
外
用
剤
を
処
方
し

ま
す
の
で
、
医
師
の
指
示
に
従
っ

て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

皮膚科の塗り薬

皮膚科　医師　宮部　千恵

      

塗
る
量
は

　
　
　

    

ど
の
く
ら
い
で
す
か
？

　

  
     

塗
り
薬
は
、１
日
１
回
〜
数
回
、

症
状
に
応
じ
て
塗
布
し
ま
す
。
塗
り

薬
は
、
塗
ら
な
け
れ
ば
効
果
が
出
ま

せ
ん
の
で
、
適
切
な
量
を
外
用
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
チ
ュ
ー
ブ
か
ら
塗

り
薬
を
、
人
差
し
指
の
先
端
か
ら
１

つ
目
の
関
節
ま
で
押
し
出
し
た
量

で
、
お
よ
そ
手
の
ひ
ら
の
面
積
２
枚

分
に
塗
る
の
が
適
量
で
す
。

　

ロ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
一
円
玉
大
の

大
き
さ
が
、
手
の
ひ
ら
２
枚
分
の
面

積
に
塗
る
量
で
す
。
塗
り
薬
を
塗
っ

た
後
、
触
る
と
多
少
ぺ
た
ぺ
た
し

て
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
つ
け
る
と
張
り

付
く
く
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
良
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
塗
る
量
が
少
な

す
ぎ
て
効
果
が
出
づ
ら
い
ケ
ー
ス

が
時
々
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
塗
り
薬

の
効
き
目
が
悪
い
と
思
わ
れ
た
時

は
、
使
用
量
を
も
う
一
度
確
認
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

 
      

塗
る
時
の
コ
ツ
は
？

　

  
     

塗
る
時
は
、手
の
ひ
ら
を
使
っ

て
、
擦
ら
ず
に
優
し
く
塗
り
ま

し
ょ
う
。
塗
り
薬
を
強
く
擦
り
込

ん
で
使
う
と
、
か
え
っ
て
皮
膚
に

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
が
あ
る

た
め
、
通
常
は
お
す
す
め
し
て
い

ま
せ
ん
。
薬
が
皮
膚
に
シ
ワ
が
あ

る
部
分
は
、
シ
ワ
に
平
行
に
塗
り

広
げ
る
と
ム
ラ
が
な
く
塗
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ロ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
液
体
の
薬

も
、
手
に
取
っ
て
か
ら
患
部
に
塗

る
こ
と
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

朝
起
き
た
時
や
夜
寝
る
前
、
お
風

呂
上
が
り
、
水
仕
事
や
運
動
後
な

ど
に
、
生
活
パ
タ
ー
ン
に
応
じ
て

あ
る
程
度
決
ま
っ
た
時
間
に
塗
り

Ｑ１

Ｑ２

Ｑ３

Ｑ４

大人の手の 2 枚分くらいの広さの患部に
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ま
し
ょ
う
。
特
に
お
風
呂
上
が
り

に
体
を
ふ
い
た
後
、
早
め
に
塗
る

と
効
果
的
で
す
。

　

塗
り
薬
が
同
一
部
位
に
複
数
処

方
さ
れ
て
い
る
時
は
、
一
般
的
に

塗
る
面
積
の
広
い
薬
か
ら
先
に
塗

り
ま
す
。
ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
剤
と

保
湿
剤
の
併
用
で
は
、
塗
る
面
積

の
広
い
保
湿
剤
か
ら
先
に
塗
り
、

後
か
ら
ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
剤
を
湿

疹
等
の
病
気
の
部
分
だ
け
に
塗
り

ま
す
。

　

先
に
ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
剤
を
病

気
の
部
分
だ
け
に
塗
っ
て
か
ら
、

保
湿
剤
を
塗
る
と
ス
テ
ロ
イ
ド
外

用
剤
が
塗
る
必
要
の
な
い
部
分
ま

で
広
が
る
こ
と
で
、
副
作
用
が
起

き
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

軟
膏
や
ク
リ
ー
ム
、
症
状
に
よ
っ

て
は
順
序
が
異
な
る
場
合
も
あ
る

の
で
、
皮
膚
科
医
の
指
示
に
従
っ

て
下
さ
い
。

　

   

傷
口
や
皮
膚
の
潰
瘍
に
は

                    

ど
の
よ
う
に
塗
れ
ば

                           

良
い
で
し
ょ
う
か
？

　

  

傷
口
を
優
し
く
ぬ
る
ま
湯
や

よ
く
泡
立
て
た
石
鹸
で
洗
っ
た

後
、
清
潔
な
ス
プ
ー
ン
な
ど
で
塗

り
薬
を
取
っ
て
、
患
部
に
塗
布
し

ま
す
。
正
常
の
皮
膚
に
塗
る
場
合

よ
り
、
皮
膚
を
保
護
す
る
た
め
に

厚
め
に
塗
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　

滲
出
液
が
多
く
塗
り
に
く
い
場

合
は
、
ガ
ー
ゼ
な
ど
に
伸
ば
し
て
、

傷
口
に
貼
り
付
け
ま
す
。
昔
は
傷

口
を
消
毒
す
る
の
が
一
般
的
で
し

た
が
、
最
近
で
は
消
毒
薬
に
よ
り

か
ぶ
れ
た
り
、
細
菌
を
殺
す
だ
け

で
は
な
く
傷
を
治
す
た
め
に
働
く

皮
膚
の
細
胞
も
殺
し
て
し
ま
い
、

傷
の
治
り
が
遅
く
な
る
場
合
も
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
特
に
医
師
が
指
示
し

た
時
以
外
は
、
消
毒
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

    

ど
の
位
の
期
間

　

     

保
管
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　　     

塗
り
薬
の
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
に
、

使
用
期
限
が
書
い
て
あ
り
ま
す
の

で
、
期
限
内
に
使
い
切
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
患
者
さ
ん
の
利
便
性
を

考
え
て
、
塗
り
薬
を
混
合
し
て
処
方

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
混
合
に

よ
っ
て
塗
り
薬
の
安
定
性
が
変
化
す

る
こ
と
が
あ
り
、
混
合
し
て
い
な
い

塗
り
薬
よ
り
早
く
使
い
切
る
方
が
望

ま
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
お

む
ね
３
ヶ
月
以
内
に
は
使
い
切
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

混
合
薬
を
容
器
か
ら
取
り
出
す

と
き
に
、
汚
れ
た
手
で
取
る
と
、

容
器
の
内
部
に
雑
菌
が
繁
殖
す
る

可
能
性
も
あ
る
の
で
、
き
れ
い
に

洗
っ
た
手
か
、
清
潔
な
ス
プ
ー
ン

な
ど
で
取
り
出
す
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
塗
り
薬
は
常
温
保
存
の

も
の
が
多
い
で
す
が
、
冷
蔵
庫
で

保
管
し
て
い
た
だ
く
も
の
も
あ
り

ま
す
。

　

   

ス
テ
ロ
イ
ド
の
塗
り
薬
を

        

つ
け
る
の
は
心
配
な
の
で
す
が
？

　    
ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
剤
は
、
薬
効

成
分
と
し
て
ス
テ
ロ
イ
ド
（
合
成
副

腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
）
を
配
合
し
た
湿

疹
・
皮
膚
炎
の
治
療
な
ど
に
用
い
ら

れ
る
薬
で
、
皮
膚
の
炎
症
を
止
め
る

有
効
な
薬
で
す
。

　

飲
み
薬
の
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
場

合
、
全
身
の
免
疫
を
抑
え
た
り
、
血

糖
値
や
骨
の
代
謝
、
気
分
の
抑
揚

な
ど
を
調
整
す
る
様
々
な
働
き
が

あ
る
た
め
、
長
期
間
内
服
す
る
と

全
身
的
な
副
作
用
が
現
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
塗
り
薬
は
そ
の
よ
う

な
飲
み
薬
の
欠
点
を
克
服
す
る
た

め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
ス
テ
ロ

イ
ド
の
塗
り
薬
に
は
全
身
的
な
副

作
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ス
テ
ロ
イ
ド
の
塗
り
薬
は
、
薬

の
効
き
目
の
強
さ
に
応
じ
て
弱
い

も
の
か
ら
最
も
強
い
も
の
ま
で
５

段
階
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。（
左

表
参
照
）

Ｑ５

Ｑ６

Ｑ７

　

そ
れ
は
、
体
の
部
位
に
よ
っ
て

皮
膚
か
ら
の
薬
の
吸
収
が
大
き
く
違

う
た
め
、
部
位
に
よ
っ
て
薬
を
使
い

分
け
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

例
え
ば
、
顔
の
皮
膚
の
薄
い
部

分
と
足
の
裏
の
皮
膚
の
厚
い
部
分

で
は
、
塗
り
薬
の
吸
収
し
や
す
さ

に
100
倍
近
く
の
差
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
皮
膚
科
で
は
症
状
や

部
位
に
応
じ
て
、
適
切
な
薬
剤
を

処
方
し
て
い
ま
す
。
不
適
切
な
強

さ
の
ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
剤
を
長
期

間
塗
っ
た
場
合
、
塗
り
薬
特
有
の

局
所
的
な
副
作
用
が
出
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
皮
膚
が
薄
く
な
っ
た

り
、
毛
細
血
管
が
拡
張
し
て
見
え
た

り
、
ニ
キ
ビ
が
で
き
や
す
く
な
っ
た

り
、
産
毛
が
濃
く
な
っ
た
り
、
皮
膚

が
白
っ
ぽ
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
（
ス
テ
ロ
イ
ド
の
塗
り
薬

の
副
作
用
で
、
皮
膚
が
黒
く
な
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
剤
は
、
皮
膚

科
医
の
指
示
の
も
と
に
正
し
く
使

用
し
て
い
れ
ば
、
副
作
用
な
く
効

果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
大

変
有
用
な
薬
で
す
。

薬効 使用する部位

Ⅰ群 ストロンゲスト
（最も強い） 重症例

（医療用）Ⅱ群 ストロンガー
（非常に強い）

Ⅲ群 ストロング
（強い） 手足・体幹部

Ⅳ群 マイルド
（普通） 顔・乳幼児の皮膚

Ⅴ群 ウィーク
（弱い） 粘膜など

（表）ステロイドの塗り薬の強さ
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ご案内

　当院では、６月 16 日より新型コロナウイルス
ワクチンの接種が始まりました。（当院の診察券
をお持ちの方で、市町村からクーポン券が届い
ている方）
　予約受付では皆様にはご迷惑をおかけしてお
ります。今後も予約受付方法の検
討して参りますのでご理解とご協
力をお願いいたします。尚、予約
の状況は順次更新しておりますの
で、詳しくはHPにて確認ください。
    （https://swg.or.jp/covid19/）　予約に関するお問い合わせは、0570-048999（ナビダイヤル）

　
　副反応に関しましては不安をお持ちの方も多いと思います。新聞やテレビ等でも取り上げら
れていますが、厚生労働省が以下のような発表をしています。

発現割合 症　状

50％以上 接種部位の痛み・疲労感・頭痛

10 ～ 50％ 筋肉痛・悪寒・関節痛・下痢・発熱・接種部位の腫れ

1 ～ 10％ 吐き気・嘔吐

　いずれも接種日から 1 ～ 2 日で改善すると思われます。発熱や痛みは、発現頻度が高い副
反応ですが、症状が出現した場合、いつも使われている市販の解熱鎮痛剤がありましたら服用
いただいてかまいません。但し症状が 4 日以上継続する場合や、我慢できない症状の場合は、
受診が必要ですのでご連絡ください。 連絡先：0466-36-8151

ワクチン接種の様子

「新型コロナウイルスワクチン接種」が始まりました

2021 年度　藤沢市成人検診のご案内
1.　期間：6 月 1 日（火）～ 10 月 30 日（土）

2.　予約方法　現在予約受付中
　　　電話：0466-36-8155（直通）予約はこちらの電話のみでお受けしております

　　　
　　　予約受付時間：9：00 ～ 16：00　水・土曜日のみ　9：00 ～ 12：00
　　    ＊今年度も新型コロナ感染症対策として、受診者数の制限をしております。
　　　    健診ご希望の方は早めにご予約ください。

3.　感染対策について
　　   ①予約時間（来院時間）をお守りください。
　　   ②マスク着用をお願いします。
　　   ③手指消毒と体温測定にご協力ください。

4.　大腸がん検診の検便容器について
       今年度、容器の郵送は行っていません。大腸がん検診受診の方は、健康管理センターに  
       検便容器を取りに来てください。診療時間内であればいつでもお渡しできます。

　　                                               　　　　　　　　　　  
湘南中央病院　健康管理センター

※現在、電話による予約は行っておりません

※電話が繋がらない場合は、時間を空けてから改めてお掛け直しくださいますよう、
　ご迷惑おかけしますが、何卒よろしくお願い申し上げます
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　夏休みが来た。私は念
願の、地域医療の実情を
探る旅行を計画した。
　初回は北海道とした。
丁度、経堂の下宿の小母さん
が、弟さんが開発庁の釧路勤
務と言う関係で、その方に紹
介状を書いてくれた。出発に
先立って、大学ノートの１冊
に「医療問題考」と言うタイ
トルを記入し、「調査旅行記・
概論的考察」と添えた。
　60 年前のそのノートは今も
手元にある。その１ぺージに
は「政治と現実」と小見出し
あり、「戦後の復興に当たって、
三つの敗戦国が三者三様のや
り方をした。西ドイツでは真っ
先に工場の建物を修理したり
新築した。イタリアでは勤労
者用のアパートを建てた。日
本では料亭と映画館の復興が
早かった。」と、笠信太郎の文
を引用している。少し先では
自分の文章で「日本人にとっ
て、医療問題というものは未
だ意識下の存在に過ぎないの
ではないかと思われる。」とつ
なぎ、「先ず実地調査にて現実
を捉え、その上総合性を保つ
べく諸要素を考慮してゆくと
言う方法を厳守して行こう。」
と筆を運んでいる。

　昭和 36 年、19
歳の大学１年生の
夏の事、訪れた釧
路の奥地は広かっ
た。北海道開発局
釧根事務所のジー

プにのせてもらったが、無舗装
の凸凹道を嵐の船宜しくアッ
プ・ダウンした。西春別に到着。
開業の M 先生は、迷惑顔もな

さらず、私の質問に答えて下
さった。「そうですなぁ、何と
言っても政治の貧困ですなぁ。
私はここで個人営業をやって
ますがね、今の政府のやり方っ
てのは要するに地域差を考慮
しない保健行政と言って良い、
いやいや、むしろ悪慮した、
と私は言いたいですなぁ。」あ
の先生はもうこの世にはおい
でにならないであろうなぁ。
　そうこうする内に、１年半
後にせまる医学部の入学試験
が一段と気になりだした。昭
和 38 年度で旧制が完全に終了
し、理科３類と言う医学部直
進コースが新設されると聞い
たので、教務課に電話した。「38
年度の医学部入試に落ちたら
身分はどうなりますか？」と。
答えは一言、「学籍がなくなり
ます。」除籍退学である。背水
の陣とはこの事である、「やっ
てやろうじゃねェか」と江戸
弁でつぶやいた。
　医学部入試の試験科目。外
国語は英語とドイツ語、理数
系は数学・物理・化学か地学、
それに選択の人文科学１科
目、社会科学１科目計７科目
となっていたと思う。住居を
高田馬場にあった４畳半のア
パートに移して籠った。早稲
田大学門前町の古本屋を漁る
と旧制大学の入学試験問題集
が未だ残っていた。夕刊配達
の「コトッ」という音を聞い
て起き、夜中に勉強し、朝刊
の「ドサッ」と言う音を聞い

て寝た。勉強の集中度合
いは 2 年前の大学受験よ
りキツかった。
　アパートへの帰り道、

渋谷の東横デパ地下で安い鯨
の南蛮漬けやパセリ一束等を
買い、猫の額ほどの台所で調
理して食った。大学２年生の
殆どを医学部受験勉強に費や
した。２年生後半はドイツ語
と体操だけとなり、体操では

「代返」を活用した。自分が誰
かの代返を引き受ける日は片
方の端で自分の返事をし、速
歩で回って反対側の端へ行き、
友人の分を成りすましで返事
した。週に一度くらいは早稲
田門前のバーへ行って飲んだ。
バーテンさんが、「お客さん
も早稲田かい？」と聞くので、
説明が難しいと案じ、「うん、
理工だ。」と言って成り済まし
た。大衆バーでも行くと一寸
金が出てしまう。毎月の仕送
りから細かく予算を立て、飲
んだあくる日は安い「野菜炒
めライス」位にした。
　春休みには、そんな中でも
例の視察旅行に出掛けた。今
度は四国南西部、足摺岬を含
む地方で、鉄道の通っていな
い中村市を目標とした。
　ノートには、厚生省の考え
はかなり先進的なものがある
のだが、立法化や大蔵省の予
算編成に於いてその実現が阻
害されている事象に気付いて
いる節が見える。この構図は
実は今も変わらないのだ。途
上、郷里大阪にて父と話した
と書き添えられている。父は
まじめな顔で私の思いを聞い
てくれた。

次号へつづく

或る外科医の一代記   大学教養学部の頃②
一代記

長田 博昭理事長
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　「一々ウルサイわねぇ！　
判ったって言ってるでしょ！」
連合いが台所で叫んでいます。
いったい誰と喧嘩しているの
か、と吃驚して覗きに行った
ら、それは電子レンジを罵っ
ているのでした。
　確かに、電子レンジのお報せ
が鳴った時、手が塞がっていて
ちょっと対応が遅れたりすると
容赦なく催促され、それでもモ
タモタしていると、しつこく追
い打ちを仕掛けて来るので、思
わず怒鳴りつけてやりたくなる
ことはありますね。
　電子レンジもそうですが、今
の家庭内には、音声のお報せだ
けでも、オープントースター、
炊飯器、冷蔵庫の扉がちょっ
と開いていても、ピーピーと
喧しく咎め立てするし、薬缶
の湯が沸くとヒューヒューと
口笛を鳴らし続けるし、スマ
ホの電池の残りが少なくなっ
たとか、お風呂が沸いたとか、
優しい女性の声のお報せもあ
りますし、家じゅうお報せば
かりで、賑やかなことです。
　この頃は、空の上からヘリ
コプターで、最近この界隈に
詐欺の電話が掛って来ている
から用心しろというお報せが
降ってきたり、町内の電柱の
スピーカーからは、市の防災
放送で行方不明の人のお報せ
が毎日のように響き渡ります。
　お報せの大物としては、毎
日夕方に鳴り渡る（この町で
は）夕焼け小焼けのメロディー
がありますね。あれが午後四
時半から午後五時に変る時、
また、五時から四時半に変わ
る時、ああ今年も季節の替わ
り目が来たんだな、としみじ
み思います。

　あのメロディの元になる童謡
には「山のお寺の鐘が鳴る」と
言う歌詞がありますが、昔は、
スピーカーのメロディに代わる

「お手々繋いで皆帰ろ」のコー
ルが、まさにお寺の鐘だったの
ですね。
　あの時代には、この世からあ
の世に届く唯一の音はゴーンと
かチーンとかいう「カネの音」
で、あの世からこの世へ届く唯
一の音がゴロゴロという「カミ
ナリ」だと思われていたようで
す。ですから、お寺の鐘は、第
一義的には此の世からあの世へ
のご挨拶だったのですが、同時
に、それは「入相の鐘」と呼ば
れ「暮六つ」のお報せでもあっ
たのです。
　昔は夜明けが「明け六つ」、
日暮れが「暮れ六つ」で、日暮
れは夏と冬とでは大分ズレがあ
りますが、当時はそんなことに
は拘らず、日暮れが四時半だろ
うが六時半だろうが「暮れ六つ」
ですから、「夕焼け小焼けで日
が暮れ」る時に常に「山のお寺
の鐘が鳴る」のでした。
　お報せメロディーといえば、
他にはデパートや図書館の終
業合図の「蛍の光」があります
ね。私たちの卒業式では、あ
れがセレモニー終了の常番で、
在校生の斉唱に包まれて粛々
と卒業生は退場したものです
が、今時の卒業式では、もっ
と現代的な歌唱に取って代わ
られています。今や蛍の光は
万感の籠もった惜別と出発の
演出ではなく、「さっさと出て
行け」のせき立てへと変身し

てしまったのは、ちょっと残
念ですね。
　私の生涯で、一番インパクト
の強かったお報せは、太平洋戦
争中の空襲警報だったでしょう
か。初めのうちこそ、サイレン
を永く鳴らしっぱなしの「警戒
警報」が聞こえだすと、スワ、
と身支度を調え、息を凝らして
待機したものでした。ところが
昭和二〇年になって、それこそ
連日連夜、警報が鳴らぬ日は無
し、という状態になりますと、
夜中に警戒警報が鳴っても起き
上がりもせずに寝床で、ただ耳
を澄ましているだけで、やがて

「空襲警報」のサイレンが短く
断続的に鳴りだすと、渋々起き
上がる、という状態になりまし
た。それどころか、そのうち空
襲警報だけではなく上空で高射
砲の弾ける音がしだしてから、
やっと起き上がって防空壕に向
かう、という具合になりました。
麻薬中毒などは、慣れてくると
次第に効き目が悪くなって必要
量が増えるそうですが、どうや
らお報せにも、それと同じよう
なところがあるようです。
　先だって、ウチの孫息子が
鰺の干物を真っ黒けに焦がして
しまったので、一体どうしたん
だと訊いたら、お報せが鳴らな
かったから、うっかりした、と
のことでした。鰺が焼けました
と、ガスレンジがお報せする筈
はないのですが、これなどは、
お報せブザーやお報せチンに慣
れすぎた今時の若者らしいミス
ですね。これもまた、お報せ中
毒の一つと言えそうです。
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枚
の
浮
世
絵
に
ま
と
め
た
、
歌
川

広
重
作
の
「
大
山
道
中
張
交
図
会
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　　

張
交
図
と
は
、
一
枚
の
浮
世
絵

の
中
に
複
数
箇
所
の
名
所
（
風
景
、

名
産
、物
語
等
）
を
並
べ
た
も
の
で
、

広
重
は
東
海
道
を
は
じ
め
、
各
地

の
張
交
作
品
を
手
が
け
て
い
ま
す
。

　　

一
枚
目
（
図
１
）
は
、（
上
段
か

ら
）
日
本
橋
（
夏
の
名
物
、麦
湯
〔
む

ぎ
ゆ
〕
の
屋
台
）、品
川
（
大
森
〔
現

大
田
区
〕
名
物
の
麦
藁
細
工
の
纏

〔
ま
と
い
〕）。
加
奈
川
（
神
奈
川
湊

の
風
景
）、
程
ヶ
谷
（
保
土
ヶ
谷
宿

の
留
め
女
〔
と
め
お
ん
な
〕）。
川

崎
（
大
師
河
原
名
物
の
梨
）。
纏
は

大
山
詣
土
産
の
定
番
で
し
た
。 

　　

二
枚
目
（
図
２
）
は
、（
右
下
か
ら
）

戸
塚
（
名
物
「
焼
き
餅
」）、
藤
沢

（
宿
場
の
飯
盛
女
（
め
し
も
り
お
ん

な
））、四
谷
追
分
（
現
藤
沢
市
城
南
、

　

江
戸
の
人
々
の
夏
の
楽
し
み
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
現
在
の
神
奈
川

県
伊
勢
原
市
に
あ
る
大
山
（
雨
降

山
）
詣
が
あ
り
ま
し
た
。

　

江
の
島
詣
と
同
じ
よ
う
に
、
大

山
詣
に
関
連
し
て
も
た
く
さ
ん
の

浮
世
絵
が
作
ら
れ
ま
し
た
が
、
江

戸
か
ら
大
山
へ
向
か
う
道
程
を
三 藤沢市　藤澤浮世絵館　細井  守

第 22 回 夏の風物詩・大山詣り
　　　　　　　　  「大山道中張交図会」

四
ツ
谷
の
追
分
。
人
馬
の
継
ぎ
立

て
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
駕
籠
と
馬

の
足
で
象
徴
）、
伊
勢
原
（
大
山
ふ

も
と
の
街
）、
大
瀧
（
参
詣
者
の
水

垢
離
（
み
ず
ご
り
）
の
場
で
あ
っ

た
大
山
の
滝
）。
当
時
の
藤
沢
（
宿
）

は
、
歓
楽
地
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ

た
よ
う
で
す
。

 　

三
枚
目
（
図
３
）
は
、（
右
下
か
ら
）

田
村
（
四
ツ
谷
か
ら
大
山
へ
向
か

う
際
の
相
模
川
の
渡
し
場
）。
子
安

（
子
安
の
木
地
細
工
）、
大
山
前
不

動
（
ま
え
ふ
ど
う
：
大
山
寺
の
手

前
に
あ
る
堂
）、
石
尊
寺
（
せ
き
そ

ん
じ
）
来
迎
谷
（
ら
い
ご
う
だ
に
：

富
士
山
の
日
が
沈
む
情
景
は
阿
弥

陀
如
来
の
来
迎
と
例
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
）、
良
弁
之
瀧
（
ろ
う
べ
ん

の
た
き
：
良
弁
上
人
が
身
を
清
め

た
と
い
う
伝
承
の
滝
）。

　

藤
沢
の
「
片
瀬
こ
ま
」
と
所
縁

の
深
い
「
大
山
こ
ま
」
は
、こ
の
「
子

安
の
木
地
細
工
」
が
発
祥
で
す
。

● 

患
者
さ
ん
よ
り
ご
意
見
を
い
た

　  

だ
き
ま
し
た
。

　

受
付
時
、
毎
回
受
付
の
方
か
ら
下

記
質
問
を
受
け
ま
す
。「
本
日
は
ど
の

診
療
科
を
受
診
さ
れ
ま
す
か
？
」

　
聞
か
れ
た
本
人
は
、
周
り
に
多
く

の
患
者
さ
ん
が
い
る
中
で
自
分
の
病

気
を
話
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
患
者

の
診
療
科
を
聞
い
て
ど
う
す
る
の
で

す
か
。
そ
の
都
度
担
当
し
て
い
た
だ

い
た
受
付
の
方
に
は
話
し
て
い
ま
す

が
未
だ
に
改
善
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
と
い
う
ご
意
見
で
す
。

　

こ
の
度
は
大
変
ご
不
快

な
お
気
持
ち
に
さ
せ
て
し

ま
い
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、
密
を
避
け
る
目
的
で

再
来
受
付
機
の
午
後
の
稼

働
時
間
前
に
診
療
科
を
お

聞
き
し
、
診
察
券
を
お
預
か
り
す
る

方
式
で
ご
案
内
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
ご
指
摘
で
、
患
者
様
の

お
気
持
ち
に
沿
え
な
か
っ
た
と
深

く
反
省
し
、
今
後
は
受
診
さ
れ
る

診
療
科
を
お
聞
き
す
る
こ
と
な
く

ご
案
内
で
き
ま
す
よ
う
、
診
察
券

を
投
入
し
て
い
た
だ
く
ボ
ッ
ク
ス

を
ご
用
意
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う

に
変
更
致
し
ま
し
た
。

　

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。　

　
　
　  

統
括
事
務
部
長
　
伊
藤
　
稔

図２ 戸塚のマス拡大

投 書 箱 か ら

TEL：0466-33-0111

開館時間　10：00 ～ 19：00
休  館  日　月曜日

年末年始（12 月 29 日～ 1 月 3 日）　　

※月曜日が祝日の場合は翌平日が休館

※その他、展示換えの為の休館日あり

入館料無料JR「辻堂」駅東口改札北口出口から徒歩 5 分

藤沢市辻堂神台 2-2-2 ココテラス湘南 7 階

◆アクセス◆
　

い
ず
れ
も
、
名
所
・
名
物
の
数
々

は
、
見
る
者
を
大
山
詣
に
誘
う
よ

う
で
す
。

図
１

図
２

図
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１
年
延
期
し
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
賛
否
両

論
あ
り
ま
す
が
開
催
の
方
向
で
動
い
て
い
る
よ
う

で
す
ね
。

　

昨
年
も
そ
う
で
し
た
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会

式
・
閉
会
式
に
合
わ
せ
、
祝
日
が
変
更
し
て
い
ま
す
。

市
販
の
カ
レ
ン
ダ
ー
の
祝
日
と
実
際
の
祝
日
が
違
う

の
で
、
改
め
て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

７
月
19
日 

→ 

平
日

　

７
月
22
日
（
海
の
日
）
→ 

祝
日

　

７
月
23
日
（
ス
ポ
ー
ツ
の
日
）
→ 

祝
日

　

８
月
８
日
（
山
の
日
）
に
な
り
、

                     

８
月
９
日
→
振
り
替
え
休
日

　

10
月
11
日
→ 

平
日

　

市
販
の
カ
レ
ン
ダ
ー
（
当
院
配
布
の
も
の
を
含
め
）

ほ
と
ん
ど
祝
日
変
更
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

大
き
な
混
乱
な
く
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
爆
発
的
な
感
染
が
起
き
な

い
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
　
　

  　

 

（
透
析
セ
ン
タ
ー 

看
護
師　

柳  

貴
美
）

夕方診療を
            行っています

毎週火曜日 16：30 ～ 19：00 まで

総合外来  
　 　  湘 南 中 央 病 院
今月のギャラリー（2021 年 7 ～ 8 月）

連絡先：桜デザインワークス　代表：おぐら桜
　　　　 Emil : smile@ogurasakura.com

　2005 年より鎌倉市でデザイン事務所を経営しています。
広告、ポスター、看板、パッケージ各種デザインの他に似顔
絵描きもしており、湘南中央病院様の「健康フェスティバル」
にて毎年描かせていただいております。
　今回は皆様ご存じのドクターたちの似顔絵を展示し、少
しでも診察までの待ち時間がクスっと笑えたり癒しの時間に
なってくださればと思います。

イラストレーター　おぐら桜

◆７月の外来診療担当表◆
一 般 外 来

午前
・

午後
月 火 水 木 金 土

内 科

午前

村川
一般

岡
一般

神経内科
新城

一般

岡
一般

神経内科
村川

一般

岡   
第 1・3・5

 新城  
第 2・4

岡
一般

神経内科

小川
一般

循環器

岡田
一般

循環器
永渕

一般
新城

一般

永渕   
第 1・3・5

 岡田  
第 2・4

小川
一般

循環器
- - 相澤

（予約）
相澤

（予約）

相澤
第 2

（予約）

午後

奥脇（裕）
一般

消化器
永渕

一般
- 新城

一般

小川
一般

循環器
-

岡田
一般

循環器
- - -

相澤
第 1・3

（予約）
-

外 科
午前 呉 池田（清） 呉 （輪番制） 松﨑 松﨑

午後 松﨑
一般・肛門

- - 呉 池田（清）

整 形
外 科

午前

横山 横山

池田（全） 庭山 池田（全） 芹ヶ野 中島（大） 芹ヶ野

今井 今井 山本 今井 宇都 宇都

午後
芹ヶ野 庭山 - 池田（全） 田中 -

- 宇都 - 横山 - -

泌 尿
器 科

午前 多田 多田 多田 多田 多田 多田
（二宮）

午後 - 多田 - - - -

夕 方
診 療 午後 - 呉 - - - -

 2021.7.1 現在

午前
・

午後
月 火 水 木 金 土

内分泌
（糖尿病）

午前
午後

酒井
（午前）

予約

酒井
（午前）予約
（午後）

酒井
（午前）

予約（第 3.4）

呼吸器
内科 午前 福﨑

予約

肛門
外科 午後 松﨑
胸部

化学療法
外来

午前 長田
予約

皮膚科 午前
午後

宮部
予約

心  療
内  科

午前 三吉
予約

神  経
内  科

午前
午後

松川
予約

リハ
ビリ科

午後 〇
予約

リウマ
チ科

午前 永渕（泰）

予約

緩和
ケア
内科

午前

午後

福﨑 
予約

（午前）

片町 
予約

（午前）

片町 
予約

（午後）

禁  煙
外  来

午後 長田
予約

長田 
予約

長田 
予約

長田 
予約

長田
予約（応相談）

専 門 外 来

※医師の都合等により休診・代診となる場合がありますので、
　事前にお問い合わせ下さい。

午前    8：30 ～ 11：30　
午後　2：30 ～ 4：30
水曜午後、土曜午後、日曜日・祝日

※再診受付　午前 8：00 ～

休　　診

外来診療
受付時間    4：30 ～ 7：00

（午前）

一部予約 一部予約

一部予約

発熱、咳、倦怠感などの症状がある患
者さんは、屋外に設置しました「発熱
外来」で診察を行います。

詳細は、院内の掲示とＨＰでご確認ください→
☎0570-003252

https://www.swg.or.jp/

予約・お問い合わせ→

発熱外来のご案内 予約制


